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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と

対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
︱
一
九
五
八
（　

　
　

海
外
対
匪
闘
争
工
作
統
一
指
導
委
員
会
を
事
例
に　
　

 

森　
　
　
　
　

巧

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

本
稿
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
国
際
的
に
孤
立
し
た
中
華
民
国
政
府
（
以
下
、
国
府
（
の
外
交
的
失
敗
の
一
因
を
探
る
た
め
、
一
九

五
〇
年
代
の
大
陸
反
攻
政
策
の
な
か
、
そ
の
対
外
政
策
機
構
が
ど
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
（。

　

一
九
七
一
年
一
〇
月
二
五
日
、
国
府
は
国
際
連
合
を
脱
退
し
て
以
降
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
日
華
断
交
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
国
際

的
孤
立
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
が
、
米
中
和
解
と
い
う
国
際
情
勢
の
変
化
と
中
国
側
の
外
交
闘
争
の
成
功
で

あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
か
し
、
も
う
一
方
に
は
﹁
漢
賊
不
両
立
﹂
や
﹁
大
陸
反
攻
﹂
な
ど
の
原
則
に
固
執
し
、
外
交
に
お
け一
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る
選
択
可
能
性
を
消
失
し
て
い
っ
た
と
い
う
国
府
側
の
失
敗
要
因
も
存
在
す
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
日
華
断
交
前
後
ま
で
の
台
湾
外
交
を
分
析
し
た
清
水
麗
は
、
蔣
介
石
時
代
の
国
府
が
中
国
を
代
表
す
る
政
府
と

し
て
存
続
で
き
た
理
由
の
一
つ
に
、
大
陸
時
期
か
ら
続
く
職
業
外
交
官
た
ち
に
よ
る
﹁
中
華
民
国
外
交
﹂
の
政
治
的
技
芸
を
あ
げ
る
（
２
（。

顧
維
鈞
、
王
世
杰
、
葉
公
超
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
職
業
外
交
官
た
ち
は
、
大
陸
時
期
の
国
際
協
調
の
伝
統
を
台
湾
時
期
に
も
引
き
継
い

で
い
た
。
彼
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
、
体
制
維
持
に
必
要
な
大
陸
反
攻
と
い
う
原
則
と
、
そ
の
原
則
に
本
来
矛
盾
す
る
も
の
の
、
国
府
の

生
存
に
必
要
な
台
湾
海
峡
の
現
状
維
持
の
両
立
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
清
水
は
、
一
九
六
一
年
の
葉
公
超
失
脚
の
よ
う
に
現
実
主
義

的
外
交
官
の
影
響
力
が
後
退
し
た
一
方
で
、
沈
昌
煥
の
よ
う
に
外
交
選
択
の
優
先
順
位
を
蔣
介
石
の
威
信
確
保
に
置
く
原
則
堅
持
派
の

党
務
官
僚
が
台
頭
し
た
こ
と
を
、
国
府
外
交
に
お
い
て
選
択
可
能
性
が
消
失
し
て
い
っ
た
一
因
と
し
て
指
摘
す
る
（
３
（。

　

そ
れ
で
は
、
外
交
に
お
け
る
可
能
性
の
消
失
に
つ
な
が
っ
た
、
外
交
官
や
外
交
部
の
影
響
力
後
退
と
、
党
務
官
僚
台
頭
の
原
因
は
一

体
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
の
起
源
の
一
つ
が
、
大
陸
反
攻
政
策
の
も
と
で
党
や
軍
に
よ
る
外
交
へ
の
干
渉
が
強
ま
っ

た
一
九
五
〇
年
代
の
対
外
政
策
機
構
改
革
に
あ
る
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
分
析
に
際
し
て
、
海
外
対
匪
闘
争
工
作
統
一
指
導
委
員
会
（
以

下
、
海
外
統
指
会
（
の
成
立
過
程
に
着
目
し
た
。

　

当
該
機
関
は
、
当
初
、
海
外
工
作
指
導
小
組
と
し
て
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
（
の
中
央
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
、
本
来
的
に

は
党
、
政
府
、
軍
、
特
務
の
各
機
関
に
対
し
て
海
外
華
僑
へ
の
宣
伝
な
ど
の
海
外
工
作
を
指
導
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
海
外
工
作
と
は

国
民
党
党
支
部
に
よ
る
華
僑
へ
の
宣
伝
・
組
織
工
作
で
あ
る
。
し
か
し
抗
日
戦
争
時
期
と
同
様
に
海
外
工
作
の
概
念
は
曖
昧
で
あ
り
、

外
交
部
以
外
の
機
関
が
外
交
に
干
渉
す
る
口
実
に
も
な
っ
た
（
４
（。
党
に
よ
る
政
府
の
指
導
が
合
法
で
あ
っ
た
訓
政
時
期
に
お
い
て
、
党
部 二
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は
華
僑
に
対
す
る
宣
伝
や
組
織
指
導
と
い
う
本
来
の
範
囲
を
超
え
、
国
民
外
交
（
民
間
外
交
（
と
称
し
て
し
ば
し
ば
外
交
へ
の
干
渉
も
企

図
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
各
地
で
は
、
外
交
部
の
在
外
公
館
と
海
外
党
支
部
が
互
い
に
連
携
せ
ず
対
立
さ
え
も
抱
え
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
は
一
九
五
〇
年
代
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
憲
政
体
制
の
も
と
、
党
政
分
離
の
原
則
が
形
式
上
徹
底
さ
れ
た
台
湾
時

期
に
あ
っ
て
も
、﹁
大
陸
反
攻
工
作
﹂
と
さ
れ
た
海
外
工
作
が
、
政
府
に
代
わ
っ
て
国
民
党
が
代
行
す
る
対
外
工
作
と
さ
れ
、
例
外
的
に

党
部
に
対
し
て
政
府
か
ら
資
金
が
供
出
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
５
（。
ま
た
米
国
も
ド
ワ
イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

avid 

Eisenhow
er

（
政
権
期
に
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
力
を
強
め
た
中
国
に
対
抗
す
る
た
め
、
国
府
の
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
、
米
華
共
同
の
華
僑
工
作
を
計
画
し
て
い
た
（
６
（。
米
国
の
援
助
も
受
け
つ
つ
、
非
軍
事
的
な
大
陸
反
攻
政
策
と
し
て
海
外
工

作
は
重
要
性
を
増
し
た
た
め
、
海
外
工
作
機
関
は
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

大
陸
反
攻
政
策
の
も
と
で
の
対
外
政
策
機
構
の
制
度
改
革
は
、
外
交
部
以
外
の
機
関
が
外
交
に
干
渉
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
陸
反
攻
政
策
が
そ
の
指
導
体
制
構
築
に
い
か
に
影
響
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
従

来
、
一
九
五
〇
年
代
の
国
府
の
大
陸
反
攻
政
策
に
つ
い
て
は
、
連
続
と
変
容
の
両
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
田
康
博
や
林
孝
庭
、

林
正
義
な
ど
の
研
究
な
ど
に
お
い
て
は
、
一
九
五
八
年
の
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
を
画
期
と
し
て
、
中
国
側
が
武
力
闘
争
に
よ
る
﹁
台

湾
解
放
﹂
か
ら
﹁
一
つ
の
中
国
﹂
原
則
に
よ
る
外
交
闘
争
に
重
点
を
移
し
た
の
と
対
称
的
に
、
国
府
側
が
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
大

陸
反
攻
計
画
を
計
画
し
続
け
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
（。
大
陸
反
攻
を
追
求
す
る
国
府
の
基
本
姿
勢
は
、
二
度
の
台
湾
海
峡
危
機
後
も

変
化
し
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
前
田
直
樹
や
石
川
誠
人
は
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
後
、
国
府
の
大
陸
反
攻
が
米
国
に
よ
る
抑
止
の
影
響
を
受
け
て
非
現
実三
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化
し
、
国
府
が
開
発
経
済
体
制
へ
の
移
行
や
兵
力
削
減
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
変
化
の
側
面
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
（
８
（。
ま
た
国
府

の
大
陸
反
攻
追
求
は
不
変
で
あ
っ
た
が
、
闘
争
の
形
式
は
純
軍
事
的
闘
争
か
ら
宣
伝
な
ど
の
非
軍
事
的
な
闘
争
を
重
視
す
る
形
式
に
変

化
し
た
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
林
果
顕
や
張
淑
雅
な
ど
の
宣
伝
工
作
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
（
９
（。
林
果
顕
の
研
究
は
、
大
陸
反
攻
と

い
う
戦
時
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
で
新
聞
管
理
や
宣
伝
に
関
す
る
指
導
体
制
が
い
か
に
構
築
さ
れ
た
か
を
検
討
し
、
大
陸
反
攻
政
策
と

制
度
変
容
の
関
連
性
に
着
目
す
る
点
で
、
本
稿
と
も
共
通
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
ま
ず
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
大
陸
反
攻
政
策
を
め
ぐ
る
国
府
指
導
者
の
構
想
の
変
遷
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
し
て
次
に
、
そ
の
構
想
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
対
外
政
策
機
構
の
改
革
が
実
施
さ
れ
、
外
交
部
以
外
の
各
機
関
が
対
外
政

策
に
強
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
分
析
す
る
。
分
析
の
対
象
と
な
る
時
期
は
、
①
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
前
（
一
九
四
九
年
︱

一
九
五
四
年
一
二
月
（、
②
米
国
と
の
合
作
が
図
ら
れ
た
米
華
共
同
防
衛
条
約
締
結
以
降
（
一
九
五
四
年
一
二
月
︱
一
九
五
八
年
八
月
（、
③
非

軍
事
闘
争
が
大
陸
反
攻
の
主
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
（
一
九
五
八
年
八
月
（
前
後
の
、
各
時
期
に

分
け
る
。
使
用
す
る
主
な
史
料
は
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
（
以
下
、
近
史
所
（
や
国
史
館
が
管
理
・
公
開
す
る
外
交
部
檔
案
や
総

統
文
物
、
国
民
党
党
史
館
の
所
蔵
す
る
中
国
国
民
党
関
連
の
檔
案
で
あ
る
。
ま
た
蔣
介
石
の
情
勢
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、﹃
総
統

蔣
公
大
事
長
編
初
稿
﹄﹃
先
総
統
蔣
公
思
想
言
論
総
集
﹄
や
、
彼
の
日
記
な
ど
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
﹃
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
﹄
を

用
い
る
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
前
の
国
府
の
国
際
情
勢
認
識
と
対
外
政
策
機
構
改
革

四
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中
華
民
国
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の
大
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と
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五
〇
―
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）　
　
森

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　
　

蔣
介
石
の
国
際
情
勢
認
識
と
連
合
戦
線
構
想

　

本
章
で
は
、
国
府
の
台
湾
撤
退
か
ら
一
九
五
四
年
九
月
三
日
に
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
が
勃
発
す
る
ま
で
の
間
、
国
府
の
政
策
決
定

者
層
の
国
際
情
勢
認
識
が
い
か
に
変
遷
し
た
の
か
、
そ
の
中
で
対
外
政
策
機
構
の
指
導
体
制
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

　

朝
鮮
戦
争
後
、
米
国
は
台
湾
解
放
と
大
陸
反
攻
を
と
も
に
阻
止
す
る
べ
く
、
台
湾
海
峡
の
中
立
化
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
米
国
に
よ

る
台
湾
海
峡
中
立
化
政
策
は
、
一
九
五
三
年
二
月
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
一
方
で
は
中
国
の
台
湾
解
放
は
阻

止
す
る
も
の
の
、
も
う
一
方
で
は
国
府
の
大
陸
反
攻
は
解
禁
す
る
方
向
へ
と
変
化
し
た
。
大
陸
反
攻
を
米
国
が
解
禁
し
た
際
、
蔣
介
石

は
中
立
化
解
除
に
つ
い
て
政
治
上
、
軍
事
上
、
国
際
道
義
上
、
最
も
合
理
的
で
公
明
な
措
置
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
た
（
₁4
（

。
し
か
し
蔣
介

石
は
、
国
府
の
反
攻
を
自
由
主
義
陣
営
の
戦
い
の
一
部
と
位
置
付
け
な
が
ら
も
、
友
邦
で
あ
る
米
国
の
参
戦
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
と

も
認
識
し
て
い
た
（
₁₁
（

。
蔣
介
石
が
米
国
の
直
接
的
な
援
助
を
強
く
否
定
し
た
背
景
に
は
、
米
国
と
の
相
互
防
衛
条
約
の
締
結
を
目
指
す
国

府
の
安
全
保
障
政
策
が
関
係
し
て
い
た
。

　

蔣
が
一
九
五
三
年
六
月
七
日
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
中
国
と
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
米
国
が
中
心

と
な
っ
て
韓
国
、
国
府
、
タ
イ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
多
国
間
も
し
く
は
相
互
間
の
防
衛
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
た
（
₁₂
（

。

国
府
側
が
あ
く
ま
で
自
力
単
独
で
の
大
陸
反
攻
を
強
調
し
た
の
は
、
相
互
防
衛
条
約
の
締
結
を
目
指
す
上
で
、
国
共
内
戦
に
巻
き
込
ま

れ
る
と
い
う
恐
怖
を
他
国
に
与
え
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
米
国
は
国
共
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
国

府
の
提
案
す
る
相
互
防
衛
条
約
案
に
す
ぐ
に
は
応
じ
な
か
っ
た
（
₁₃
（

。

五
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蔣
介
石
は
大
陸
反
攻
の
基
本
条
件
を
整
え
る
必
要
性
を
重
視
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
反
共
連
合
戦
線
を
結
成
す
る
こ
と
に
最
も
期
待
し

て
い
た
。
実
際
に
蔣
は
一
九
四
九
年
に
も
韓
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
、
李
承
晩
、
エ
ル
ピ
デ
ィ
オ
・
キ
リ
ノ
（Elpidio R

ivera Q
uirino

（

両
大
統
領
と
﹁
太
平
洋
同
盟
﹂
と
呼
ば
れ
る
同
盟
を
構
想
し
た
が
、
こ
れ
は
米
国
の
反
対
に
よ
っ
て
失
敗
し
て
い
た
（
₁（
（

。
一
九
五
三
年
に

蔣
介
石
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
連
携
を
再
び
訴
え
た
背
景
に
は
、
一
九
五
三
年
三
月
四
日
の
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
（Joseph Stalin

（
死
去
と

共
産
主
義
陣
営
の
平
和
共
存
路
線
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
る
な
か
、
い
か
に
国
内

と
自
由
主
義
陣
営
と
の
団
結
を
維
持
し
、
平
和
攻
勢
に
対
抗
す
る
か
が
国
府
の
大
陸
反
攻
の
基
本
条
件
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
五
三
年
三
月
五
日
、
陶
希
聖
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
に
関
す
る
報
告
を
聞
い
た
蔣
介
石
は
、
集
団
指
導
体
制
を
と
る
ソ
連
で
は

ス
タ
ー
リ
ン
の
後
継
者
が
決
ま
ら
ず
、
高
級
幹
部
の
な
か
で
内
訌
が
起
こ
る
と
い
う
観
察
を
示
し
た
（
₁₅
（

。
さ
ら
に
共
産
主
義
陣
営
の
内
部

分
裂
が
起
こ
る
と
い
う
蔣
の
認
識
を
強
め
た
の
は
、
実
際
に
ソ
連
で
副
首
相
で
あ
っ
た
ラ
ブ
レ
ン
チ
ー
・
ベ
リ
ヤ
（Lavrentji B

erija

（
が

解
任
・
粛
清
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
該
時
期
の
ソ
連
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
強
硬
路
線
か
ら
平
和
共
存
路
線
へ
の
転
換

を
見
せ
て
い
た
が
、
蔣
介
石
は
ソ
連
の
内
訌
の
発
生
こ
そ
が
平
和
攻
勢
の
原
因
で
あ
る
と
捉
え
た
。

　

一
九
五
三
年
七
月
一
三
日
、
蔣
介
石
は
、﹁
ベ
リ
ヤ
粛
清
後
の
世
界
情
勢
と
反
共
戦
争
の
影
響
﹂
と
題
す
る
演
説
を
行
っ
た
。
そ
こ
で

は
、
ソ
連
の
路
線
転
換
の
目
的
は
、
自
由
主
義
国
家
間
に
矛
盾
や
紛
糾
を
生
み
出
し
、
自
由
主
義
国
家
が
攻
勢
に
出
ら
れ
な
い
状
態
を

作
り
出
す
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
蔣
介
石
は
、
平
和
攻
勢
の
実
態
が
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
に
不
安
定
と
な
っ
た
衛
星
国
へ
の
統
制
を

回
復
す
る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
₁（
（

。

　

ソ
連
の
平
和
攻
勢
に
対
し
て
、
蔣
介
石
は
自
由
主
義
陣
営
に
よ
る
連
合
戦
線
と
い
う
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
ベ
リ
ヤ
事
件
に
先
立
つ 六
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

一
九
五
三
年
四
月
一
五
日
、
蔣
介
石
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
ソ
連
の
平
和
共
存
の
目
的
が
自
由
主
義
陣
営
の

分
裂
と
時
間
稼
ぎ
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
反
共
人
民
を
団
結
さ
せ
、
彼
ら
の
力
を
結
集
し
て
連
合
戦
線
を
形
成
す
べ
き
で
あ

る
と
提
案
し
た
（
₁₇
（

。
蔣
介
石
の
意
味
す
る
連
合
戦
線
と
は
、
も
と
も
と
は
対
外
政
策
で
は
な
く
、
国
民
党
以
外
の
勢
力
と
の
団
結
を
訴
え

る
国
内
に
お
け
る
統
一
戦
線
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
該
時
期
に
は
拡
大
し
、
華
僑
や
反
共
・
非
共
国
家
と
の
協
力
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
五
三
年
九
月
一
六
日
に
七
期
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
（
以
下
、
中
常
会
（
第
五
九
次
会
議
を
主
催
し
た
蔣
介
石
は
、﹁
反
共
連

合
戦
線
に
関
す
る
決
定
﹂
を
承
認
さ
せ
た
（
以
下
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
ま
で
中
央
委
員
会
は
全
て
七
期
で
あ
る
（。
こ
の
政
策
案
で
は
全
て
の

反
共
・
非
共
の
勢
力
を
団
結
さ
せ
、
一
致
し
て
対
中
国
闘
争
を
行
い
、
た
と
え
国
民
党
を
批
判
す
る
人
士
で
あ
っ
て
も
反
共
抗
ソ
の
立

場
に
立
つ
な
ら
団
結
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
同
時
期
の
一
九
五
三
年
一
〇
月
三
〇
日
、
中
国
は
﹃
人
民
日
報
﹄
に
お
い
て
、
中
立
主
義

に
対
す
る
考
え
を
修
正
し
、
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
中
国
か
ら
善
意
で
誠
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
中
立
国
と
連
携
す
る
方
向
に

移
行
し
て
い
た
（
₁₈
（

。
中
国
の
平
和
共
存
路
線
へ
の
転
換
は
ソ
連
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
統
一
戦
線
に
対
抗
す
る
た

め
蔣
介
石
も
中
立
主
義
と
の
連
携
と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　
﹁
加
強
海
外
工
作
方
案
﹂
の
制
定
と
海
外
工
作
小
組
に
よ
る
指
導
体
制

　

一
九
五
三
年
七
月
八
日
の
中
常
会
に
お
い
て
、
蔣
介
石
は
連
合
戦
線
を
一
九
五
三
年
度
後
半
の
重
要
工
作
の
一
つ
と
位
置
付
け
た
。

そ
し
て
、
一
一
月
の
第
七
期
全
国
代
表
大
会
第
三
次
会
議
（
以
下
、
全
国
大
会
は
略
称
を
用
い
る
（
で
は
反
共
連
合
戦
線
形
成
の
た
め
の
各七
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種
方
案
が
提
出
・
通
過
し
た
（
₁₉
（

。
こ
こ
で
国
府
の
海
外
工
作
・
華
僑
工
作
の
指
針
を
提
示
し
た
﹁
加
強
海
外
工
作
方
案
（
以
下
、﹁
方
案
﹂（﹂

も
提
案
、
可
決
さ
れ
て
い
る
（
₂4
（

。
蔣
介
石
自
身
も
連
合
戦
線
構
想
に
お
け
る
海
外
工
作
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
一
九
五
三
年
七
月

八
日
の
中
常
会
で
は
、
反
共
連
合
戦
線
の
形
成
の
た
め
に
各
地
の
反
共
華
僑
の
指
導
者
と
連
携
す
る
こ
と
や
、
今
後
の
党
務
工
作
に
つ

い
て
大
陸
第
一
、
海
外
第
二
、
自
由
地
区
第
三
の
優
先
順
位
で
予
算
や
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
（
₂₁
（

。

　
﹁
方
案
﹂
の
目
的
は
、
海
外
工
作
に
お
け
る
党
と
政
府
の
関
連
部
門
間
の
連
携
不
足
の
解
消
に
あ
っ
た
。
当
時
、
国
府
の
海
外
工
作

は
、
党
で
は
海
外
党
部
を
統
括
す
る
中
央
委
員
会
第
三
組
（
以
下
、
中
三
組
（
と
党
の
情
報
工
作
部
門
の
中
央
委
員
会
第
六
組
（
以
下
、

中
六
組
（
が
関
与
し
、
行
政
院
で
も
外
交
部
と
僑
務
委
員
会
が
関
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
海
外
工
作
は
党
と
政
府
の
各
機
関
に
分

担
さ
れ
、
中
央
に
お
け
る
連
携
不
足
（
党
と
行
政
院
（
と
、
海
外
に
お
け
る
連
携
不
足
（
国
民
党
海
外
党
部
と
在
外
公
館
（
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
問
題
は
、
中
三
組
主
任
の
鄭
彦
棻
が
一
九
五
二
年
二
月
九
日
に
蔣
介
石
に
宛
て
た
電
報
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
鄭
は
党
政
連
携

を
図
る
た
め
、
在
外
公
館
員
か
ら
一
名
を
指
定
し
て
現
地
党
部
活
動
の
責
任
者
を
兼
任
さ
せ
る
よ
う
に
進
言
し
た
（
₂₂
（

。
最
終
的
に
鄭
彦
棻

は
蔣
介
石
の
方
針
を
汲
み
な
が
ら
、﹁
方
案
﹂
の
原
案
を
作
成
し
て
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
二
三
日
の
中
常
会
第
五
四
次
会
議
に
提
出
し

て
い
る
（
₂₃
（

。

　
﹁
方
案
﹂
は
、
基
本
方
針
五
項
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
外
工
作
を
外
交
、
僑
務
（
華
僑
に
つ
い
て
の
業
務
（、
情
報
な
ど
の
工
作
と
連

携
さ
せ
、
統
一
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
中
央
に
お
い
て
は
四
分
野
の
統
一
指
導
を
党
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
海
外
各
地
に
つ
い
て
は
在
外
公
館
を
中
心
に
し
て
統
一
指
導
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
（
₂（
（

。
こ

れ
は
海
外
工
作
指
導
小
組
の
も
と
で
の
指
揮
系
統
を
よ
り
明
確
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

八
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

　

同
時
期
に
は
、
工
作
方
針
を
定
め
た
﹁
方
案
﹂
と
並
行
し
、
組
織
改
革
も
進
め
ら
れ
た
。
一
九
五
三
年
三
月
五
日
の
中
常
会
第
一
八

次
会
議
で
は
、
中
三
組
の
提
出
し
た
﹁
海
外
工
作
指
導
小
組
組
織
簡
則
﹂
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
政
策
決
定
の
統
一
と
連
携
を
図
る

点
か
ら
、
党
政
の
連
絡
会
議
と
し
て
中
央
委
員
会
に
属
す
る
海
外
工
作
指
導
小
組
が
設
置
さ
れ
た
。
海
外
工
作
指
導
小
組
に
出
席
す
る

の
は
、
中
三
組
主
任
、
中
央
委
員
会
第
四
組
（
党
宣
伝
部
門
（
主
任
、
中
央
委
員
会
第
六
組
（
党
対
中
国
闘
争
・
情
報
部
門
（
主
任
、
外
交

部
部
長
、
僑
務
委
員
会
委
員
長
、
国
防
部
総
政
治
部
主
任
、
国
防
部
第
二
庁
庁
長
、
国
防
部
保
密
局
長
、
総
統
府
機
要
室
資
料
組
主
任
、

内
政
部
調
査
局
局
長
、
そ
の
他
要
請
の
あ
っ
た
関
係
機
関
の
長
と
さ
れ
た
。

　

中
央
に
は
、
海
外
工
作
指
導
小
組
が
置
か
れ
、
海
外
各
地
に
も
党
、
政
府
、
軍
、
情
報
機
関
を
横
断
す
る
同
様
の
指
導
機
関
が
設
置

さ
れ
た
。
海
外
工
作
指
導
小
組
組
織
簡
則
に
則
っ
て
、﹁
海
外
地
区
工
作
会
報
設
置
辦
法
﹂
及
び
﹁
海
外
地
区
工
作
指
導
小
組
設
置
辦

法
﹂
が
制
定
さ
れ
、
日
本
、
韓
国
、
タ
イ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
工
作
会
報
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
工
作
指
導
小
組
が
設
置
さ
れ
た
（
₂₅
（

。
海
外
各
地

に
お
い
て
は
、
在
外
公
館
を
中
心
に
海
外
工
作
を
進
め
る
と
い
う
方
針
か
ら
、
小
組
や
会
報
の
主
任
は
在
外
公
館
長
が
兼
任
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　

機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
中
央
に
お
い
て
は
党
の
中
三
組
が
そ
の
中
核
と
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、
外
交
部
と
党
の
間
で
は
海
外
工
作
の

主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
と
き
に
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
独
立
後
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
排
華
政
策
を
採
り
、
特
に

南
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
は
華
僑
の
国
籍
問
題
が
外
交
問
題
に
発
展
し
た
。
だ
が
外
交
部
は
華
僑
保
護
よ
り
も
外
交
関
係
の
維
持
を
優
先
し
、

積
極
的
な
施
策
を
講
じ
な
か
っ
た
（
₂（
（

。

　

一
九
五
六
年
三
月
二
〇
日
の
海
外
工
作
指
導
小
組
第
一
三
次
会
議
に
お
い
て
、
外
交
部
の
消
極
姿
勢
を
見
か
ね
た
党
の
中
三
組
は
、九
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東
南
ア
ジ
ア
の
在
外
公
館
駐
在
の
僑
務
担
当
人
員
を
外
交
部
で
は
な
く
党
か
ら
任
命
さ
せ
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
（
₂₇
（

。
こ
れ
に
対
し
て

外
交
部
は
越
権
行
為
で
あ
る
と
し
て
反
発
し
、
両
者
の
対
立
は
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
海
外
工
作
指
導
小
組
の

活
動
は
、
外
交
部
の
管
轄
す
る
外
交
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
時
期
の
国
府
は
中
ソ
の
平
和
攻
勢
に
対
し
て
、
自
由
主
義
陣
営
の
団
結
を
図
る
連
合
戦
線
構
想
を
打
ち
出
し
、

海
外
の
反
共
勢
力
や
中
立
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
そ
の
構
想
の
中
で
海
外
工
作
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
工
作
に
関
し

て
対
外
政
策
機
構
を
統
一
指
導
す
る
た
め
、
中
三
組
を
核
と
し
た
海
外
工
作
指
導
小
組
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
南
ア
ジ
ア
の

華
僑
問
題
の
よ
う
に
、
海
外
工
作
指
導
小
組
を
通
じ
て
党
部
が
外
交
部
が
管
轄
す
る
べ
き
外
交
に
干
渉
を
試
み
る
事
例
も
現
れ
た
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
の
国
際
情
勢
認
識
と
米
華
合
同
の
対
外
工
作

　
　
　
　
　
　
　

 

第
一
節　
　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
の
大
陸
反
攻
構
想
と
海
外
工
作

　

中
国
側
が
金
門
島
な
ど
国
府
の
実
効
支
配
す
る
沿
岸
諸
島
に
大
規
模
な
砲
撃
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
五
四
年
九
月
三
日
、

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
が
勃
発
し
た
。
一
一
月
に
入
る
と
、
中
国
は
解
放
の
対
象
を
浙
江
省
沿
岸
部
の
大
陳
列
島
へ
と
移
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
中
台
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
米
国
は
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
締
結
と
引
き
換
え
に
、
国
府
の

大
陳
列
島
か
ら
の
撤
退
を
求
め
た
。
一
一
月
二
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
始
ま
っ
た
交
渉
を
経
て
、
条
約
は
一
二
月
二
日
に
締
結
さ
れ
た
。

し
か
し
、
条
約
が
沿
岸
諸
島
（
大
陳
列
島
、
金
門
島
、
馬
祖
島
（
に
及
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
（
₂₈
（

。
条
約
締
結
後
の
一

九
五
五
年
一
月
一
八
日
、
中
国
は
一
江
山
島
（
大
陳
列
島
北
の
離
島
（
へ
攻
略
作
戦
を
開
始
し
た
。
こ
の
攻
略
は
条
約
に
お
い
て
曖
昧
で

一
〇
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

あ
っ
た
沿
岸
諸
島
の
適
応
範
囲
に
つ
い
て
の
試
金
石
と
な
り
、
米
華
は
大
陳
列
島
か
ら
の
撤
退
と
適
用
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
進
め

た
。

　

一
九
五
五
年
二
月
六
日
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
﹁
台
湾
お
よ
び
澎
湖
諸
島
の
防
衛
に
必
要
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
金
門
島
・
馬
祖
島

を
防
衛
す
る
﹂
と
の
口
頭
了
解
を
国
府
に
与
え
、
最
終
的
に
国
府
は
金
門
島
・
馬
祖
島
を
残
し
、
大
陳
列
島
か
ら
撤
退
し
た
（
₂₉
（

。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
に
よ
る
全
面
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
国
際
社
会
や
華
僑
に
対
す
る
国
府
の
大
陸
反
攻
の
指
導

者
と
し
て
の
威
信
は
大
き
く
低
下
し
た
。
ま
た
、
国
府
は
台
湾
海
峡
の
軍
事
的
な
安
定
を
得
た
が
、
代
わ
り
に
﹁
二
つ
の
中
国
﹂
が
常

に
対
峙
す
る
情
況
の
な
か
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
大
陸
反
攻
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
後
、

蔣
介
石
は
反
攻
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
、
海
外
工
作
機
構
は
そ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
五
四
年
、
国
府
は
ア
ジ
ア
反
共
人
民
連
盟
を
結
成
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
政
治
的
連
携
を
達
成
し
た
が
、
軍
事
同
盟
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
ま
た
九
月
に
勃
発
し
た
台
湾
海
峡
危
機
の
以
前
に
は
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
に
つ
い
て
も
米
国
側
か
ら
積
極
的
な
回
答
が

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
の
な
か
、
蔣
介
石
の
期
待
は
、
中
国
大
陸
で
の
内
訌
や
反
乱
の
誘
発
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
一
九

五
四
年
八
月
三
日
の
四
中
全
会
の
演
説
で
彼
は
、
米
国
の
賛
成
と
支
援
の
も
と
で
の
み
反
攻
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
た
（
₃4
（

。
そ
の
上
で
蔣

が
提
示
し
た
の
が
、
大
陸
に
お
け
る
内
訌
や
民
衆
暴
動
を
促
す
こ
と
で
、﹁
裏
外
呼
応
﹂（
内
外
呼
応
（
に
よ
る
大
陸
反
攻
を
行
う
と
い
う

構
想
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
彼
が
軍
事
行
動
と
と
も
に
非
軍
事
的
方
法
の
重
要
性
も
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

よ
う
。

　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
、
国
府
の
威
信
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
蔣
介
石
も
認
め
て
い
た
。
一
九
五
五
年
三
月
三
日
の
五
中
全

一
一
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会
に
お
い
て
彼
は
、
国
連
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
案
（
台
湾
海
峡
停
戦
案
（
な
ど
台
湾
問
題
解
決
を
求
め
る
多
国
間
の
試
み
が
、

国
府
に
と
っ
て
不
利
な
脅
威
や
詐
欺
で
あ
る
と
批
判
し
た
（
₃₁
（

。
彼
は
平
和
共
存
や
台
湾
海
峡
停
戦
を
求
め
る
西
側
国
家
の
動
き
に
対
し
て
、

自
由
主
義
陣
営
の
ソ
連
に
対
す
る
戦
い
の
な
か
に
大
陸
反
攻
を
位
置
付
け
て
反
論
し
よ
う
と
し
た
。
蔣
介
石
は
、
ソ
連
の
平
和
攻
勢
は

時
間
稼
ぎ
の
た
め
の
詐
欺
で
あ
り
、
実
際
は
ソ
連
が
第
三
次
世
界
大
戦
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
、
大
戦
は
西
ド
イ
ツ
、
東
南

ア
ジ
ア
、
台
湾
海
峡
の
い
ず
れ
か
で
始
ま
る
と
述
べ
た
。
彼
は
共
産
主
義
陣
営
の
侵
略
を
阻
止
す
る
に
は
そ
の
徹
底
殲
滅
が
必
要
で
あ

り
、
自
由
主
義
陣
営
全
体
の
安
全
保
障
の
た
め
国
府
の
大
陸
反
攻
が
早
急
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
蔣
介
石
は
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
、
自
由
主
義
陣
営
の
た
め
の
大
陸
反
攻
と
い
う
論
理
を
訴
え
た
が
、
大
陸

反
攻
の
実
現
性
に
つ
い
て
は
﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
戦
略
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
偶
然
に
も
、
一
九
五
五
年
に
は
そ
の
戦

略
を
補
強
す
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
で
の
内
訌
や
水
害
な
ど
に
よ
る
民
衆
の
不
満
表
出
が
起
こ
っ
て
い
た
。
蔣
介
石
も
農
業
集
団
化
へ

の
反
発
や
高
崗
事
件
な
ど
の
動
向
に
留
意
し
て
お
り
、
日
記
に
も
度
々
書
き
記
し
て
い
る
（
₃₂
（

。

　

一
九
五
五
年
一
〇
月
六
日
の
六
中
全
会
で
の
演
説
も
こ
の
認
識
を
如
実
に
反
映
し
て
い
た
。
彼
は
、
一
九
五
五
年
三
月
以
来
、
大
陸

で
は
高
崗
や
饒
漱
石
の
粛
清
、
年
間
三
六
万
件
に
も
上
る
民
衆
暴
動
な
ど
が
起
こ
っ
て
お
り
、
中
国
が
本
質
的
な
政
権
崩
壊
の
危
機
に

瀕
し
て
い
る
と
し
た
。
国
府
側
は
、
宣
伝
上
、
中
国
側
で
発
表
さ
れ
た
反
右
派
闘
争
に
よ
る
粛
清
を
反
乱
や
民
衆
暴
動
と
み
な
し
て
い

た
た
め
、
民
衆
暴
動
の
数
は
か
よ
う
に
膨
大
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
必
ず
国
軍
の
反
攻
と
大
陸
同
胞
の
蜂
起
が
﹁
裏
外
呼
応
﹂
し
て
、

大
陸
反
攻
が
達
成
さ
れ
る
と
説
い
て
い
た
（
₃₃
（

。

　

国
際
環
境
に
つ
い
て
は
半
年
前
の
認
識
を
覆
し
、
東
西
の
緊
張
緩
和
は
、﹁
外
弛
内
張
﹂（
表
面
的
な
緩
和
、
内
実
の
緊
張
（
で
あ
っ
て
、

一
二
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

緊
張
は
継
続
し
て
お
り
国
府
の
立
場
は
不
利
に
な
っ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
彼
は
国
内
外
の
同
胞
が
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
考
え
、
党
員
を
中
心
と
し
た
同
胞
の
心
理
建
設
（
国
内
軍
民
の
士
気
向
上
（
の
必
要
性
に
言
及
し
た
。
一
九
五

六
年
元
旦
の
﹁
全
国
同
胞
に
告
げ
る
書
﹂
に
お
い
て
も
、
大
陸
反
攻
の
た
め
の
客
観
的
条
件
（
大
陸
政
権
の
危
機
（
と
主
観
的
条
件
（
国

府
の
反
共
抗
ソ
の
実
力
（
は
十
分
で
あ
り
、
国
内
外
同
胞
の
心
理
建
設
の
み
が
今
後
一
年
の
工
作
の
中
心
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
（
₃（
（

。

　

国
際
情
勢
の
実
態
の
如
何
を
問
わ
ず
、
蔣
介
石
自
身
の
認
識
で
は
、
反
攻
の
た
め
の
条
件
は
整
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
陸
反
攻
が
達
成
さ
れ
な
い
の
は
、
国
内
外
同
胞
の
士
気
の
低
さ
に
原
因
が
あ
る
と
彼
は
考
え
、
士
気
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の

心
理
建
設
を
重
視
し
た
。
心
理
建
設
の
具
体
的
な
方
法
は
、
大
陸
工
作
や
宣
伝
工
作
、
海
外
工
作
な
ど
の
非
軍
事
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。

六
中
全
会
の
閉
幕
か
ら
五
月
三
日
の
七
中
全
会
の
開
幕
ま
で
の
間
、
彼
は
﹁
大
陸
反
攻
工
作
﹂
に
関
し
て
、
十
項
目
に
わ
た
る
指
示
を

行
っ
て
い
る
（
₃₅
（

。
一
九
五
六
年
五
月
八
日
の
七
中
全
会
で
は
今
後
の
大
陸
反
攻
の
方
針
と
し
て
、（
一
（
反
攻
復
国
の
心
理
建
設
の
強
化
、

（
二
（
三
民
主
義
模
範
省
と
し
て
の
台
湾
建
設
、（
三
（
海
外
で
の
対
中
国
戦
闘
力
の
拡
大
、（
四
（
大
陸
反
共
革
命
運
動
の
展
開
を
挙
げ

て
お
り
、﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
大
陸
反
攻
を
実
施
す
る
上
で
、
士
気
を
維
持
す
る
た
め
の
非
軍
事
闘
争
が
中
心
に
す
え
ら
れ
て
い
た
（
₃（
（

。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

米
華
合
同
の
海
外
工
作
機
構
と
そ
の
限
界

　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
、
米
国
は
大
陸
反
攻
の
指
導
者
と
し
て
の
国
府
の
威
信
低
下
を
危
惧
し
、
海
外
へ
の
宣
伝
に
よ
っ
て
威

信
の
低
下
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
米
国
の
台
湾
政
策
を
示
し
た
一
九
五
五
年
一
月
一
五
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
（N

SC
5503

（

は
、
国
府
が
現
地
政
府
と
衝
突
し
な
い
範
囲
で
華
僑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
密
接
な
連
絡
を
取
り
、
彼
ら
の
同
情
や
支
持
を
獲
得
す
る
の
を

一
三
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促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
（
₃₇
（

。

　

米
国
は
こ
のN

SC
5503

に
基
づ
き
、
国
務
省
の
戦
略
協
調
委
員
会
（O

perations C
oordinating B

oard, 

以
下 O

C
B

（
に
国
府
支
援
の
た
め

の
計
画
概
要
を
作
成
さ
せ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
軍
事
に
高
い
優
先
性
が
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
経
済
や
心
理
、
外
交
な
ど
の
援
助
に

も
よ
り
多
く
の
比
重
を
移
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
₃₈
（

。N
SC

5503

の
目
的
は
、
中
国
の
平
和
攻
勢
に
対
抗
し
、
国
府
の
威
信

を
回
復
さ
せ
国
府
軍
の
士
気
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
、
国
府
の
大
陸
反
攻
を
促
す
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
国
府
が
海
外
工
作

を
行
う
動
機
は
、
究
極
的
に
は
、﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
状
況
を
作
り
出
し
て
、
大
陸
反
攻
を
達
成
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
両
者
の
意
図
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
外
工
作
で
の
協
力
は
開
始
さ
れ
た
。

　

一
九
五
六
年
三
月
、
訪
台
し
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
（John Foster D

ulles

（
国
務
長
官
に
対
し
、
葉
公
超
外
交
部
長
は

﹁
亜
州
区
域
性
経
済
計
画
﹂﹁
中
美
合
作
組
織
華
僑
反
共
力
量
﹂
の
二
案
を
提
出
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
華
合
同
の
政
治
・
経
済

工
作
を
提
案
し
た
（
₃₉
（

。
米
国
側
もN

SC
5503

の
方
針
に
よ
っ
て
こ
れ
を
了
承
し
た
。
国
府
側
で
も
一
九
五
六
年
一
一
月
一
一
日
に
行
政
院

に
対
外
業
務
協
調
委
員
会
を
設
置
し
、
米
国
駐
華
大
使
館
と
協
力
し
て
、
海
外
工
作
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
の
主

目
的
は
東
南
ア
ジ
ア
や
香
港
、
澳
門
、
韓
国
、
日
本
な
ど
に
お
け
る
反
共
経
済
網
の
構
築
、
対
外
文
化
宣
伝
、
華
僑
工
作
な
ど
の
海
外

工
作
を
米
華
合
同
で
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

両
国
の
組
織
に
つ
い
て
い
え
ば
、
台
北
の
対
外
業
務
協
調
委
員
会
は
、
行
政
院
副
院
長
の
黄
少
谷
を
主
任
に
、
外
交
部
長
の
葉
公
超

を
副
主
任
に
す
え
、
一
方
米
国
側
で
は
、
台
北
に
駐
在
す
る
大
使
館
、
国
際
協
力
局
、
米
国
情
報
局
、
国
際
海
軍
補
助
通
訊
中
心
（C

IA

の
派
出
機
関
（
の
四
機
関
に
よ
る
合
同
政
策
委
員
会
を
設
置
し
た
（
（4
（

。
そ
し
て
米
華
双
方
の
中
央
委
員
会
の
も
と
に
は
経
済
、
宣
伝
文
化
、

一
四
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華
僑
工
作
の
分
野
別
各
小
組
が
置
か
れ
た
。
特
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
華
僑
工
作
の
分
野
で
あ
っ
た
。
計
画
で
は
、
米
華
双
方

が
専
門
分
野
別
三
小
組
（
経
済
、
宣
伝
文
化
、
華
僑
（
を
作
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
米
国
側
は
華
僑
工
作
に
関
す
る
小
組
を
台
北
に
設
置

し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
米
国
が
国
府
の
華
僑
政
策
に
介
入
す
る
こ
と
で
、
米
国
と
華
僑
居
住
国
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た

た
め
で
あ
っ
た
。

　

葉
公
超
は
一
九
五
六
年
二
月
二
八
日
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
米
国
側
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル
ド
（W

illiam
 Joseph Sebald

（

国
務
省
極
東
担
当
国
務
次
官
補
ら
と
、
対
外
業
務
協
調
委
員
会
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
協
議
し
た
（
（₁
（

。
葉
は
華
僑
の
動
向
が
東
南
ア
ジ
ア
の

安
全
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
す
る
と
と
も
に
、
華
僑
工
作
に
米
国
が
協
力
し
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
た
。
シ
ー
ボ

ル
ド
は
、﹁
も
し
も
米
国
政
府
が
華
僑
を
単
純
に
中
国
人
と
み
な
せ
ば
、
必
ず
現
地
政
府
の
反
感
を
招
く
﹂
と
回
答
し
、
華
僑
工
作
へ
の

協
力
に
消
極
的
な
姿
勢
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
米
国
側
は
、
具
体
的
協
力
を
行
う
こ
と
は
な
く
、
最
終
的
に
華
僑
教
育
な
ど

に
資
金
提
供
を
行
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
対
外
業
務
協
調
委
員
会
自
体
も
一
九
五
七
年
一
〇
月
以
降
、
名
義
の
み
残
し
て
活
動
を
停
止
し
た
（
（₂
（

。
活
動
停
止
の
理
由
は
不

明
で
あ
る
が
、
対
外
業
務
協
調
委
員
会
秘
書
で
あ
っ
た
孫
碧
奇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
七
年
五
月
二
四
日
に
台
北
で
起
き
た
五
二

四
事
件
（
米
国
大
使
館
襲
撃
事
件
（
が
米
華
関
係
に
影
響
し
、
一
時
米
国
の
支
援
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
（₃
（

。
両
国
が

華
僑
工
作
に
つ
い
て
協
力
し
た
動
機
は
当
初
か
ら
異
な
っ
て
い
た
が
、
目
的
の
違
い
に
よ
る
軋
轢
が
大
き
く
な
る
前
に
、
華
僑
居
住
国

と
の
摩
擦
や
五
二
四
事
件
な
ど
他
の
要
因
に
よ
っ
て
協
力
は
潰
え
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
時
期
の
蔣
介
石
は
、
国
府
の
威
信
低
下
と
国
内
外
の
士
気
低
下
に
直
面
し
、
大
陸
反
攻
を
ソ
連
に
対
す
る
自

一
五
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由
主
義
陣
営
の
戦
い
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
中
国
大
陸
内
部
で
内
訌
が
頻
発
し
て
い
る
と
い
う
認
識

に
基
づ
き
、﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
大
陸
反
攻
を
構
想
し
た
。
反
攻
を
待
つ
間
、
内
外
同
胞
の
士
気
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
大
陸
で
の
反
乱

を
誘
発
す
る
非
軍
事
闘
争
は
、
よ
り
重
要
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
米
国
は
、
国
府
の
威
信
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
海
外

工
作
を
援
助
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
国
府
の
武
力
反
攻
を
援
助
す
る
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
台
湾
に
お
け
る

国
府
政
権
の
安
定
と
中
国
の
影
響
力
拡
大
の
抑
止
に
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
米
華
の
認
識
の
差
異
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
華
僑
問
題
を

め
ぐ
る
軋
轢
か
ら
、
国
府
の
意
図
し
た
米
国
の
援
助
の
も
と
で
の
海
外
工
作
機
構
の
再
編
は
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
三
章　

海
外
統
指
会
の
設
置
と
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
の
非
軍
事
闘
争

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

海
外
統
指
会
の
設
置

　

一
九
五
五
年
一
〇
月
六
日
の
六
中
全
会
の
閉
会
以
来
、
蔣
介
石
は
中
常
会
に
対
し
て
心
理
建
設
の
た
め
の
各
指
示
を
発
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
海
外
工
作
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
二
月
一
五
日
の
中
常
会
第
二
五
一
次
会
議
と
一
九
五
六
年
八
月
二
九
日
の
中
常
会
二

九
八
次
会
議
で
指
示
が
出
さ
れ
た
（
（（
（

。
そ
れ
ら
の
内
容
は
、
外
交
僑
務
と
党
務
の
連
携
不
足
が
海
外
工
作
に
お
け
る
最
大
の
損
失
で
あ
る

こ
と
や
、
在
外
公
館
員
に
海
外
党
務
と
僑
務
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
（
（₅
（

。
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
な
い
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
国
府
は
党
や
外
交
部
で
は
な
く
、
軍
の
﹁
情
治
系
統
﹂（
国
府
の
情
報
治
安
機
関
の
指
導
系
統
（
に
そ
の
指
導
を
委
ね
た
。

　

一
九
五
六
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
地
区
工
作
会
議
で
は
、
蔣
介
石
の
意
図
を
汲
ん
だ
国
家
安
全
局
に
よ
っ
て
、﹁
海
外
対
中
共

闘
争
工
作
統
一
指
導
実
施
要
綱
﹂
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
海
外
工
作
指
導
小
組
を
改
組
し
、
海
外
党
務
の
体
制
を
改
革
す
る

一
六
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と
い
う
方
針
が
表
明
さ
れ
た
（
（（
（

。
会
議
に
お
け
る
改
革
案
の
準
備
段
階
か
ら
、
新
た
な
中
央
機
関
の
設
置
に
向
け
て
動
い
た
の
は
党
で
は

な
く
国
家
安
全
局
で
あ
っ
た
。
国
家
安
全
局
局
長
鄭
介
民
が
提
出
し
た
海
外
党
務
と
情
報
工
作
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
の
議
案
は
、
会

議
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
（
（₇
（

。
鄭
の
議
案
は
、
最
終
的
に
蔣
介
石
の
支
持
も
得
て
、
鄭
が
対
外
工
作
機
関
の
改
革
を
国
家
安
全
局
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
る
と
い
う
指
示
を
受
け
た
（
（₈
（

。
以
降
、
新
た
な
中
央
指
導
機
関
の
設
置
は
正
式
に
中
三
組
で
は
な
く
国
家
安
全
局
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

一
九
五
六
年
一
一
月
二
一
日
、
中
常
会
第
三
一
六
次
会
議
は
、
国
家
安
全
局
が
中
心
と
な
っ
て
起
草
し
た
と
考
え
ら
れ
る
﹁
海
外
対

中
共
闘
争
工
作
統
一
指
導
規
則
草
案
﹂
を
採
用
し
た
。
こ
の
案
に
基
づ
い
て
、
一
九
五
七
年
二
月
二
〇
日
に
は
海
外
工
作
指
導
小
組
に

代
わ
っ
て
、
新
た
に
海
外
統
指
会
が
設
置
さ
れ
た
。
大
き
な
変
更
点
は
、
海
外
工
作
指
導
小
組
の
主
催
者
が
党
中
三
組
主
任
の
鄭
彦
棻

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
海
外
統
指
会
の
主
任
委
員
に
は
国
防
会
議
秘
書
長
の
周
至
柔
が
任
命
さ
れ
た
点
で
あ
る
（
（₉
（

。

　

海
外
統
指
会
の
構
成
人
員
は
、
党
の
中
二
組
、
三
組
、
四
組
、
六
組
の
各
主
任
、
外
交
部
長
、
僑
務
委
員
会
委
員
長
、
国
防
部
参
謀

長
、
国
防
会
議
秘
書
長
、
副
秘
書
長
、
国
家
安
全
局
局
長
、
財
政
部
長
や
経
済
部
長
と
さ
れ
た
（
₅4
（

。
海
外
統
指
会
の
担
う
海
外
工
作
闘
争

は
拡
大
し
、
宣
伝
を
中
心
と
す
る
心
理
作
戦
に
加
え
て
経
済
作
戦
が
加
え
ら
れ
た
た
め
、
新
た
に
財
政
部
長
や
経
済
部
長
な
ど
も
参
加

し
て
い
た
（
₅₁
（

。

　

中
三
組
は
改
組
前
に
管
理
し
て
い
た
重
要
文
書
や
名
簿
、
記
録
を
海
外
統
指
会
本
体
へ
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
任
の
地
位
も

国
家
安
全
局
・
国
防
会
議
に
譲
る
な
ど
、
海
外
工
作
指
導
で
の
影
響
力
を
縮
小
さ
せ
た
（
₅₂
（

。
国
防
会
議
は
国
防
に
関
す
る
最
重
要
決
議
を

行
っ
て
い
た
が
、
法
的
根
拠
の
な
い
総
統
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、
行
政
面
で
は
そ
の
下
に
お
か
れ
た
国
家
安
全
局
と
一
体
で
あ
っ
た
。

一
七
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当
時
は
蔣
経
国
が
国
防
会
議
副
秘
書
長
の
立
場
で
国
家
安
全
局
を
指
導
し
て
い
た
（
₅₃
（

。
蔣
経
国
の
率
い
た
国
家
安
全
局
は
、
総
統
府
に
直

属
し
て
国
府
の
特
務
組
織
全
体
を
統
括
し
て
お
り
、
海
外
統
指
会
も
総
統
府
・
国
家
安
全
局
管
轄
下
の
﹁
情
治
系
統
﹂
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
。

　

海
外
統
指
会
で
は
、
機
密
保
持
の
観
点
か
ら
中
央
小
組
と
各
国
小
組
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
機
関
名
を
人
名
に
置
き
換
え
た
仮
名
が

採
用
さ
れ
た
（
₅（
（

。
中
央
小
組
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
周
海
通
と
い
う
仮
名
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
仮
名
か
ら
海
外
統
指
会
は
周
海
通
委
員

会
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
周
海
通
を
含
め
た
各
機
関
の
仮
名
は
変
更
さ
れ
続
け
た
。
例
え
ば
中
央
小
組
＝
周
海
通
→
李
海
興
→
唐
澄
海
、

日
本
小
組
＝
盛
丘
星
→
陳
思
銘
→
木
村
貞
太
郎
な
ど
の
ご
と
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
海
外
統
指
会
の
活
動
は
、
外
交
部
に
よ
る
外
交
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
事
例
の
一
つ
が
、

対
日
外
交
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
長
崎
国
旗
事
件
を
め
ぐ
る
工
作
で
あ
る
。
長
崎
国
旗
事
件
と
は
、
一
九
五
八
年
五
月
二
日

に
長
崎
の
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
中
国
切
手
・
切
紙
展
示
会
の
会
場
に
お
い
て
二
人
の
日
本
人
青
年
が
中
国
国
旗
で
あ
る
五
星
紅
旗

を
引
き
ず
り
下
ろ
し
、
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
事
件
を
契
機
に
日
中
関
係
は
悪
化
し
、
一
九
五
二
年
以
来
続
い
た
民
間
貿

易
・
民
間
交
流
が
取
り
消
さ
れ
、
日
中
関
係
が
一
時
断
絶
し
た
。
横
山
宏
章
の
指
摘
の
如
く
、
当
該
事
件
は
日
本
人
青
年
を
買
収
・
教

唆
し
た
国
府
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
（
₅₅
（

。
海
外
統
指
会
の
活
動
か
ら
は
、
事
件
の
た
め
の
工
作
資
金
の
拠
出
が
外
交
部
で
は
な
く
、

海
外
統
指
会
と
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
日
本
工
作
小
組
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
九
五
八
年
五
月
二
日
の
海
外
統
指
会
第
三
九
次
会
議
に
お
い
て
、
日
本
工
作
小
組
は
中
国
の
歌
舞
訪
日
団
が
五
星
紅
旗
を
掲
揚
し

た
場
合
の
対
策
と
し
て
、
党
の
長
崎
直
属
支
部
に
三
万
円
を
拠
出
し
た
と
報
告
し
て
い
た
（
₅（
（

。
こ
の
費
用
は
中
国
歌
舞
団
へ
の
対
策
を
主

一
八
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眼
に
し
て
拠
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
工
作
小
組
は
他
の
五
星
紅
旗
掲
揚
に
対
し
て
も
こ
の
経
費
を
利
用
す
る
と
し
て
い
た
。

当
該
経
費
が
長
崎
国
旗
事
件
に
使
わ
れ
た
可
能
性
は
高
く
、
五
星
紅
旗
を
下
ろ
す
と
い
う
工
作
は
、
海
外
統
指
会
の
日
本
支
部
で
あ
る

日
本
工
作
小
組
に
よ
っ
て
画
策
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

事
件
は
日
中
関
係
の
進
展
を
阻
止
し
た
い
国
府
に
と
っ
て
好
都
合
な
結
果
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
の
犯
罪
に
国
府
の
関
与
が
あ
っ
た

こ
と
が
露
呈
す
れ
ば
日
華
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
軍
の
﹁
情
治
系
統
﹂
に
属
す
る
海
外
統
指
会
が
、

日
中
関
係
を
左
右
す
る
よ
う
な
事
件
に
も
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
以
降
の
非
軍
事
闘
争

　

一
九
五
八
年
八
月
二
三
日
、
中
国
軍
は
金
門
島
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
が
勃
発
し
た
。
米
国
は
危
機
勃
発
直

後
に
第
七
艦
隊
の
台
湾
海
峡
へ
の
派
遣
を
決
め
た
も
の
の
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
に
お
い
て
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
金
門
島
の
防
衛
に

つ
い
て
は
明
確
な
態
度
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
か
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
金
門
島
は
中
国
軍
の
砲
撃
に
よ
り
補
給
が
困
難
と
な
り
、

一
時
孤
立
状
態
に
陥
っ
た
（
₅₇
（

。
米
国
は
金
門
島
へ
の
補
給
に
関
し
て
の
み
国
府
軍
の
護
衛
を
決
定
し
た
が
、
同
時
に
根
本
的
解
決
の
た
め
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
非
公
式
会
談
を
通
し
て
中
国
側
に
事
実
上
の
停
戦
を
求
め
た
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
お
け
る
停
戦
調
停
は
、
台
湾
地
域
か
ら
の
米
軍
の
撤
退
を
求
め
る
と
い
う
中
国
側
の
主
張
の
前
に
難
航
し
た
。
し
か

し
、
九
月
下
旬
に
は
中
国
に
対
す
る
ソ
連
の
停
戦
圧
力
が
強
ま
っ
た
た
め
、
国
連
に
お
け
る
停
戦
協
議
の
可
能
性
が
出
現
し
た
。
中
国

の
指
導
者
は
、
台
湾
海
峡
の
国
際
的
な
停
戦
が
合
法
的
な
﹁
二
つ
の
中
国
﹂
の
状
況
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
を
強
く
憂
慮
し
て
い

一
九
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た
。
福
田
円
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
指
導
者
た
ち
は
九
月
下
旬
に
至
る
と
金
門
島
解
放
を
放
棄
す
る
方
針
に
転
換
し
、
以
降
台
湾

に
対
す
る
闘
争
を
軍
事
解
放
か
ら
政
治
外
交
闘
争
へ
と
切
り
替
え
た
と
い
う
（
₅₈
（

。

　

一
方
米
国
は
、
九
月
中
旬
に
金
門
島
へ
の
補
給
が
可
能
に
な
る
と
、
国
府
側
の
軍
事
反
攻
を
阻
止
す
る
調
停
を
開
始
し
、
蔣
介
石
に

金
門
島
の
兵
力
削
減
を
求
め
た
。
国
府
側
は
当
初
、
金
門
島
の
兵
力
削
減
は
﹁
一
中
一
台
﹂
も
し
く
は
﹁
二
つ
の
中
国
﹂
の
状
況
を
作

り
出
す
と
し
て
拒
絶
し
た
も
の
の
、
米
国
の
圧
力
の
前
に
最
終
的
に
妥
協
し
た
（
₅₉
（

。
一
〇
月
二
一
日
か
ら
台
北
を
訪
れ
た
ダ
レ
ス
と
の
交

渉
の
結
果
、
一
〇
月
二
三
日
に
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
発
表
さ
れ
、
国
府
は
武
力
が
大
陸
反
攻
の
主
要
な
手
段
で
は
な
い
と
宣
言
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
第
六
項
の
大
陸
反
攻
に
関
す
る
部
分
で
は
、﹁
中
華
民
国
政
府
は
大
陸
人
民
の
自
由
を
回
復
す
る
こ
と
を
神
聖
な
使
命
と
考

え
、
こ
の
使
命
の
基
礎
は
大
陸
人
民
の
な
か
に
打
ち
建
て
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な

方
法
は
孫
中
山
先
生
の
三
民
主
義
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
武
力
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
﹂
と
記
さ
れ
た
（
（4
（

。
最
終
的
に
一
一
月
一
七

日
に
は
、
実
際
に
金
門
島
の
兵
力
削
減
に
合
意
し
た
（
（₁
（

。

　

米
華
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
締
結
過
程
を
顧
み
れ
ば
、
蔣
介
石
と
米
国
と
の
間
に
最
終
的
に
認
識
の
違
い
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
一
〇
月
二
二
日
午
前
の
段
階
で
、
ダ
レ
ス
は
蔣
介
石
に
対
し
て
書
面
の
ト
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
渡
し
、
朝
鮮
、
イ
ン
ド
シ

ナ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
分
断
国
家
と
同
様
に
、
中
国
で
も
実
質
的
な
停
戦
を
宣
言
す
る
よ
う
な
措
置
を
提
言
し
た
。
そ
し
て
国
府
側
か
ら

停
戦
す
る
こ
と
で
、
国
府
が
好
戦
的
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
停
戦
が
な
さ
れ
な
い
責
任
を

中
国
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
（
（₂
（

。

　

二
二
日
の
午
後
の
時
点
で
外
交
部
長
黄
少
谷
は
米
国
に
対
し
て
、
事
実
上
の
停
戦
を
受
け
入
れ
る
覚
悟
は
あ
る
も
の
の
、
大
陸
の
回

二
〇
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

復
を
放
棄
す
る
か
の
よ
う
な
ダ
レ
ス
の
提
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
返
答
し
た
（
（₃
（

。
同
日
中
に
、
ダ
レ
ス
は
蔣
介
石
及
び
通

訳
を
務
め
る
駐
米
大
使
の
葉
公
超
と
会
談
を
行
い
、
蔣
介
石
と
の
会
談
の
成
果
を
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
、
自
筆
草
稿
を
国
府
に
渡
し
た
（
（（
（

。
蔣
介
石
の
関
心
は
金
門
島
・
馬
祖
島
の
防
衛
と
海
峡
危
機
の
収
束
に
あ
っ
た
た
め
、
共
同
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
に
つ
い
て
は
異
論
を
挟
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
国
府
側
か
ら
は
上
述
の
第
六
項
に
つ
い
て
疑
義
が
呈
さ
れ
、
ダ
レ
ス
が
用
意
し

た
﹁
大
陸
で
の
権
力
を
回
復
す
る
た
め
に
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
は
し
な
い
﹂
の
﹁
戦
争
﹂
を
﹁
全
面
戦
争
﹂
に
書
き
加
え
る
こ
と
を
要

求
し
た
（
（₅
（

。
し
か
し
ダ
レ
ス
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
め
ぐ
る
議
論
は
二
三
日
の
朝
に
も
行
わ
れ
た
。

　

最
終
的
に
米
華
両
国
は
、
二
三
日
午
前
の
蔣
介
石
と
葉
公
超
、
ダ
レ
ス
の
会
談
で
合
意
に
至
っ
た
（
（6
（

。
蔣
介
石
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
彼

自
ら
が
﹁
金
門
島
・
馬
祖
島
の
防
衛
は
台
湾
澎
湖
の
防
衛
と
密
接
に
関
連
す
る
﹂
と
い
う
内
容
を
加
筆
し
、
さ
ら
に
第
六
項
を
﹁
大
陸

反
攻
の
主
要
な
武マ

マ器
は
三
民
主
義
の
実
行
で
あ
り
、
武
力
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
（
而
非
憑
藉
武
力
（﹂
と
書
き
換
え
た
と
い
う
。

　
﹃
中
央
日
報
﹄
に
お
い
て
一
〇
月
二
四
日
に
発
表
さ
れ
た
中
国
語
版
で
は
、
第
六
項
後
半
部
が
、﹁
達
成
此
一
使
命
之
主
要
途
径
、
則

為
実
行
孫
中
山
先
生
之
三
民
主
義
、
而
非
憑
藉
武
力
﹂
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
英
文
版
の
こ
の
部
分
は “the principal m

eans of 

successfully achieving its m
ission is the im

plem
entation of D

r. Sun Yat-sen ’s three people ’s principles and not the use of force ” 

と
さ
れ
て
い
た
（
（₇
（

。
武
力
行
使
の
否
定
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
の
英
語
版
の “not the use of force ” 

と
い
う
文
言
は
注
目
を
集
め
、
国
府
が

大
陸
反
攻
を
放
棄
し
た
と
解
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
（
（₈
（

。
し
か
し
蔣
介
石
に
は
武
力
放
棄
を
宣
言
す
る
意
図
は
な
く
、
武
力
放
棄
を

示
唆
し
た
英
語
版
を
誤
訳
と
み
な
し
て
、
ダ
レ
ス
と
の
会
談
で
通
訳
を
担
当
し
た
葉
公
超
へ
の
不
信
を
日
記
に
記
し
て
い
る
（
（₉
（

。

　

実
際
に
国
府
側
は
、
一
〇
月
二
四
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
発
表
直
後
、
ア
メ
リ
カ
側
へ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
第
六
項
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
抗
議
し
、

二
一
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翌
日
の
一
〇
月
二
五
日
に
も
、
黄
少
谷
外
交
部
長
を
通
し
て
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
（Everett F. D

rum
right

（
駐
華
大
使
へ
再
び
抗
議
し
て
い

る
。
黄
は
、﹁
不
使
用
武
力
（
武
力
を
使
用
し
な
い
（﹂
と
直
訳
で
き
る “not the use of force ” 

と
い
う
文
言
部
分
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
全
体
と
し
て
は
武
力
が
大
陸
反
攻
の
主
要
な
手
段
で
は
な
い
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
武
力
放
棄
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
強
調
し
た
。
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
は
黄
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
二
四
日
に
国
府
側
の
抗
議
を
受
け
た
時
点
で
す
で
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
全
文
を
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
送
付
し
て
お
り
、
修
正
で
き
な
か
っ
た
と
弁
明
し
た
。
し
か
し
国
府
側
が
中
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
上
で
﹁
不
使

用
武
力
﹂
と
い
う
直
訳
で
は
な
く
、﹁
非
憑
藉
武
力
﹂
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
し
な
い
と
述
べ
て
い
た
（
₇4
（

。

　

蔣
介
石
に
よ
れ
ば
、
こ
の
交
渉
の
際
に
、
彼
と
ダ
レ
ス
の
双
方
に
合
意
の
確
認
を
し
た
の
は
葉
で
あ
っ
た
。
蔣
介
石
に
は
当
然
な
が

ら
武
力
行
使
を
放
棄
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
国
府
に
停
戦
を
求
め
た
ダ
レ
ス
は
停
戦
を
確
約
す
る
よ
う
な
文
言
を
欲
し
て

い
た
。
か
よ
う
な
板
挟
み
の
な
か
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
調
印
さ
せ
る
た
め
、
葉
が
意
図
的
に
翻
訳
を
使
い
分
け
た
可
能
性
が
残
る
。
実

際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
作
成
に
葉
と
と
も
に
携
わ
っ
た
沈
剣
虹
は
、
蔣
介
石
が
用
意
し
た
中
国
語
版
の
﹁
而
非
憑
藉
武
力
﹂
と
い
う
文
言

で
さ
え
も
、
国
内
外
で
大
陸
反
攻
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
呼
び
か
ね
な
い
と
考
え
、
葉
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
原
文
に
訂

正
を
加
え
る
こ
と
を
進
言
し
て
い
た
（
₇₁
（

。
だ
が
、
葉
は
修
正
を
加
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
蔣
介
石
が
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
気
づ
い

た
際
に
は
、
英
語
版
は
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
て
修
正
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
後
、
国
府
は
大
陸
に
お
け
る
内
訌
を
前
提
と
し
た
﹁
裏
外
呼
応
﹂
に
よ
る
大
陸
反
攻
を
目
指
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
一
九
五
五
年
一
〇
月
の
七
期
六
中
全
会
以
降
は
、
国
内
外
同
胞
の
士
気
を
維
持
す
る
た
め
の
非
軍
事
闘
争
が
主
要
な
大
陸
反
攻

工
作
に
な
っ
て
い
た
。
大
陸
反
攻
の
主
要
な
手
段
が
軍
事
で
は
な
い
と
い
う
文
言
は
、
当
該
時
期
の
国
府
に
と
っ
て
大
き
な
政
策
転
換

二
二
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中
華
民
国
政
府
の
大
陸
反
攻
と
対
外
政
策
機
構
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

で
は
な
く
、
実
際
の
工
作
状
況
を
追
認
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
後
も
、
武
力
反
攻
を
支
援
す
る
た
め
に
海
外
工
作
を
拡
充
す
る
と
い
う
方
針
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

中
国
で
大
躍
進
運
動
と
人
民
公
社
化
が
進
め
ら
れ
る
と
、
蔣
介
石
は
人
民
公
社
の
失
敗
に
着
目
し
、
政
治
宣
伝
の
中
心
を
人
民
公
社
批

判
に
向
け
た
。
彼
は
一
一
月
一
九
日
に
中
常
会
を
主
催
し
、
人
民
公
社
の
失
敗
に
つ
い
て
の
宣
伝
綱
領
を
策
定
す
る
よ
う
に
指
示
を
行
っ

た
。
海
外
統
指
会
で
は
、
こ
の
指
示
に
基
づ
い
て
、﹁
海
外
地
区
に
お
け
る
共
匪
の
人
民
公
社
運
動
の
陰
謀
を
摘
発
す
る
宣
伝
工
作
要

綱
﹂
と
い
う
政
策
案
を
検
討
し
た
（
₇₂
（

。
こ
れ
は
人
民
公
社
に
よ
っ
て
僑
郷
が
壊
さ
れ
華
僑
眷
属
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
人

民
公
社
が
文
明
生
活
と
人
類
自
由
の
破
壊
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
救
済
の
た
め
の
大
陸
反
攻
に
つ
い
て
華
僑
の
同
情
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
以
前
、
海
外
統
指
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
海
外
工
作
は
総
統
府
下
の
国
家
安
全
局
に

よ
っ
て
主
管
さ
れ
、
海
外
工
作
は
大
陸
反
攻
の
た
め
の
非
軍
事
闘
争
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
長

崎
国
旗
事
件
の
事
例
の
よ
う
に
海
外
工
作
機
構
に
よ
る
外
交
へ
の
干
渉
も
生
じ
て
い
た
。
そ
し
て
米
華
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
発
表
後
も

こ
の
よ
う
な
指
導
体
制
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
武
力
が
大
陸
反
攻
の
主
た
る
手
段
で
は
な
い
と
い
う
宣
言
は
、
第
一
次
台
湾
海

峡
危
機
後
、
宣
伝
や
海
外
工
作
な
ど
の
非
軍
事
闘
争
を
重
視
し
て
き
た
国
府
に
と
っ
て
現
状
の
追
認
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
来
た

る
べ
き
軍
事
反
攻
に
備
え
た
非
軍
事
闘
争
と
い
う
位
置
付
け
に
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
三



24

東
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学
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一
〇
一
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第
一
号

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
の
分
析
か
ら
国
府
の
大
陸
反
攻
構
想
の
変
遷
と
対
外
政
策
機
構
改
革
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

第
一
に
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
前
、
中
ソ
の
平
和
攻
勢
に
対
抗
す
る
連
合
戦
線
構
想
の
も
と
、
海
外
工
作
を
名
目
と
し
て
党
を

中
心
と
し
た
対
外
政
策
機
構
の
統
一
指
導
が
進
め
ら
れ
、
党
部
な
ど
が
外
交
に
干
渉
す
る
余
地
が
生
ま
れ
た
点
で
あ
る
。
蔣
介
石
は
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
反
共
連
合
戦
線
の
な
か
に
国
府
を
組
み
入
れ
よ
う
と
試
み
、
中
国
の
統
一
戦
線
に
対
抗
す
る
た
め
、
反
共
勢
力
と
中
立

勢
力
に
よ
る
連
合
戦
線
の
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
海
外
工
作
指
導
小
組
に
よ
る
党
・
政
・
軍
の
連
携
は
こ
の
構
想
に
基
づ
い
て
い
た
が
、

結
果
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
問
題
の
よ
う
に
外
交
部
の
外
交
に
対
し
て
党
部
が
干
渉
す
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
後
、
威
信
と
士
気
の
低
下
に
対
応
す
る
た
め
、
国
府
が
海
外
工
作
な
ど
の
非
軍
事
闘
争
を
拡
大
し
、

ま
た
米
国
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
海
外
工
作
の
指
導
体
制
を
再
編
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
結
果
的
に
失
敗
し
た
点
で
あ
る
。
蔣
介
石
は

中
国
に
お
け
る
内
訌
と
国
軍
の
上
陸
を
同
時
に
起
こ
す
﹁
裏
外
呼
応
﹂
に
よ
っ
て
大
陸
反
攻
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
構
想
し
、
大
陸
に
お

け
る
反
乱
誘
発
と
内
外
同
胞
の
士
気
維
持
の
た
め
の
非
軍
事
闘
争
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
米
華
合
作
に
つ
い
て
い
え
ば
、
国
府
側
の
海

外
工
作
は
﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
大
陸
反
攻
構
想
の
も
と
に
展
開
さ
れ
、
軍
事
的
な
大
陸
反
攻
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
米
国
の
海
外
工
作
へ
の
援
助
は
あ
く
ま
で
低
下
し
た
国
府
の
威
信
を
回
復
し
、
台
湾
の
安
定
化
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者

の
間
に
は
本
質
的
な
矛
盾
が
存
在
し
た
。

　

第
三
に
、
一
九
五
七
年
の
海
外
統
指
会
設
置
後
、
外
交
へ
の
他
機
関
の
介
入
が
拡
大
し
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
後
も
対
外
政
策
機

二
四
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華
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反
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策
機
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九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

註（
１
（　

本
稿
で
は
、﹁
中
国
﹂
は
一
九
四
九
年
に
成
立
し
た
﹁
中
華
人
民

共
和
国
﹂
を
指
し
、
略
称
を
﹁
中
﹂
と
す
る
。﹁
国
府
﹂
と
は
一
九

二
八
︱
二
九
年
に
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
国
民
政
府
以
降
の
﹁
中
華

民
国
政
府
﹂
を
指
し
、
略
称
を
﹁
華
﹂
と
す
る
。
台
湾
は
国
府
実
効

支
配
地
域
の
地
理
的
名
称
と
し
て
用
い
る
。

（
２
（　

清
水
麗
﹃
台
湾
外
交
の
形
成　
　

日
華
断
交
と
中
華
民
国
か
ら

の
転
換
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
。

（
3
（　

清
水
麗
﹁
戦
後
日
華
関
係
史
へ
の
試
論
﹂
別
枝
行
夫
・
諏
訪
一

幸
・
川
島
真
編
﹃
日
華
外
交
史
・
日
台
関
係
史
﹄
北
海
道
大
学
公
共

政
策
大
学
院
、
二
〇
〇
六
年
、
三
七
︱
三
八
頁
。

（
4
（　

申
暁
雲
﹃
民
国
政
体
与
外
交
﹄
南
京
、
南
京
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
、
三
九
三
︱
三
九
九
頁
。

（
5
（　

松
本
充
豊
﹃
中
国
国
民
党
﹁
党
営
事
業
﹂
の
研
究
﹄
ア
ジ
ア
政

構
の
指
導
体
制
が
保
持
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
一
〇
月
二
三
日
の
米
華
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
国
府
に
と
っ
て
、
武
力
が
大
陸

反
攻
の
中
心
的
な
手
段
で
は
な
い
と
い
う
現
状
の
追
認
に
等
し
く
、
英
文
版
の
表
現
と
は
異
な
り
武
力
放
棄
を
宣
言
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
蔣
介
石
は
決
し
て
悲
観
的
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
人
民
公
社
の
失
敗
に
着
目
し
大
陸
で
の
反
乱
誘
発
と
﹁
裏
外
呼
応
﹂
の
戦

略
に
よ
る
大
陸
反
攻
を
継
続
し
た
。

　

以
上
の
本
稿
の
分
析
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
対
外
政
策
機
構
改
革
を
通
し
て
外
交
部
や
外
交
官
が
管
轄
す
べ
き
外
交
に
、
党
部
や

軍
が
干
渉
す
る
余
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
党
部
や
軍
、
総
統
府
に
よ
る
干
渉
は
二
度
の
機
構
改
革
を
通
し

て
、
大
陸
反
攻
政
策
の
た
め
の
非
軍
事
的
闘
争
と
い
う
名
目
の
も
と
に
拡
大
が
肯
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
他
機
関
の
外
交
へ

の
干
渉
は
、
党
務
官
僚
な
ど
の
台
頭
に
よ
り
、
大
陸
反
攻
や
漢
賊
不
両
立
な
ど
の
原
則
が
よ
り
強
く
影
響
し
て
い
く
外
交
硬
直
化
の
構

造
的
な
要
因
を
作
っ
て
い
っ
た
。

二
五
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
一
巻
　

第
一
号

経
学
会
、
二
〇
〇
二
年
、
六
一
︱
七
一
頁
。

（
6
（　

四
方
俊
祐
﹁
合
衆
国
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
最
初
期
の
台
湾
政

策
﹂﹃
海
港
都
市
研
究
﹄
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
7
（　

松
田
康
博
﹁
台
湾
の
大
陸
政
策
（
一
九
五
〇
︱
五
八
年
（　　

﹃
大
陸
反
攻
﹄
の
態
勢
と
作
戦
﹂﹃
日
本
台
湾
学
会
報
﹄
第
四
号
、
二

〇
〇
二
年
、
松
田
康
博
﹁
中
台
関
係
（
一
九
五
八
︱
一
九
六
五
（　　

﹃
大
陸
反
攻
﹄
対
﹃
応
戦
と
統
一
戦
線
工
作
﹄﹂
山
田
辰
雄
・
松
重
充

浩
編
著
﹃
蔣
介
石
研
究　
　

政
治
・
戦
争
・
日
本
﹄
東
方
書
店
、
二

〇
一
三
年
、
林
孝
庭
﹃
台
海
・
冷
戦
・
蔣
介
石　
　

解
密
檔
案
中
消

失
的
台
湾
史
一
九
四
九
︱
一
九
八
八
﹄
台
北
、
聯
経
出
版
、
二
〇
一

五
年
、
林
正
義
﹁﹃
中
美
共
同
防
御
條
約
﹄
及
其
対
蔣
介
石
総
統
反

攻
大
陸
政
策
的
限
制
﹂﹃
国
史
館
館
刊
﹄
第
四
七
号
、
二
〇
一
六
年
。

蔣
介
石
日
記
を
用
い
た
伝
記
的
研
究
と
し
て
、Jay Taylor, The 

G
eneralissim

o: C
hiang K

ai-Shek and the Struggle for M
odern 

C
hina （C

am
bridge: B

elknap Press of H
arvard U

niversity Press, 

2011

（
が
あ
る
。
そ
の
他
米
国
側
の
中
国
・
台
湾
政
策
を
扱
っ
た
佐

橋
亮
﹃
共
存
の
模
索　
　

ア
メ
リ
カ
と
﹁
二
つ
の
中
国
﹂
の
冷
戦
史
﹄

（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
（
や
、
中
国
側
の
視
点
か
ら
台
湾
問
題

を
め
ぐ
る
外
交
を
取
り
上
げ
た
福
田
円
﹃
中
国
外
交
と
台
湾　
　
﹁
一

つ
の
中
国
﹂
原
則
の
起
源
﹄（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三

年
（。

（
８
（　

前
田
直
樹
﹁
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
を
め
ぐ
る
米
台
関
係　
　

大
陸
武
力
反
攻
と
﹃
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
﹄
化
﹂﹃
現
代
台
湾
研
究
﹄
第

二
三
号
、
二
〇
〇
二
年
、
石
川
誠
人
﹁﹃
ダ
レ
ス
・
蒋
共
同
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
﹄
再
考
﹂﹃
日
本
台
湾
学
会
報
﹄
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
。

（
９
（　

林
果
顕
﹁
両
次
台
海
危
機
的
戦
争
宣
伝
布
置
﹂
呂
紹
理
・
唐
啓

華
・
沈
志
華
主
編
﹃
冷
戦
与
台
海
危
機
﹄
台
北
、
国
立
政
治
大
学
歴

史
学
系
、
二
〇
一
〇
年
、
張
淑
雅
﹁﹃
主
義
為
前
鋒
、
武
力
為
後
盾
﹄

　
　

八
二
三
砲
戦
与
﹃
反
攻
大
陸
﹄
宣
伝
的
転
変
﹂﹃
中
央
研
究
院

近
代
史
研
究
所
集
刊
﹄
第
七
〇
期
、
二
〇
一
〇
年
。

（
10
（　

秦
孝
儀
編
﹃
総
統
蔣
公
大
事
長
編
初
稿
（
第
一
二
巻
（﹄
台
北
、

中
正
文
教
基
金
会
、
一
九
八
九
年
、
二
五
︱
二
七
頁
（
以
下
、﹃
大

事
長
編
初
稿
﹄（。

（
11
（　

呂
芳
上
主
編
﹃
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
（
第
一
〇
巻
（﹄
台
北
、

国
史
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
五
二
︱
一
五
三
頁
（
以
下
、﹃
蔣
中
正

年
譜
﹄（。

（
12
（　D

epartm
ent of State, Foreign Relations of the U

nited States,

（
以
下
、FRU

S

（1952–1954, vol.14,

（W
ashington, D

.C., G
PO

,1996

）, 
pp.203–204.

（
13
（　

松
本
は
る
香
﹁
台
湾
海
峡
危
機
［
一
九
五
四
︱
五
五
］
と
米
華

相
互
防
衛
条
約
の
締
結　
　

米
中
関
係
史
﹂﹃
国
際
政
治
﹄
第
一
一

八
号
、
一
九
九
八
年
、
八
四
︱
八
五
頁
。

二
六
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九
五
〇
―
一
九
五
八
）　
　
森

（
14
（　

松
田
春
香
﹁
東
ア
ジ
ア
﹃
前
哨
国
家
﹄
に
よ
る
集
団
安
全
保
障

体
制
構
想
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応　
　
﹃
太
平
洋
同
盟
﹄
と
﹃
ア
ジ
ア

民
族
反
共
連
盟
﹄
を
中
心
に
﹂﹃
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
研
究
﹄
第
五
号
、

二
〇
〇
五
年
。

（
15
（　

中
国
国
民
党
党
史
館
（
以
下
、
党
史
館
（
所
蔵
﹃
中
国
国
民
党

第
七
届
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
第
一
八
会
議
記
録
﹄（
一
九
五
三

年
三
月
五
日
（（
会
七
・
三
／
六
三
五
（、
非
合
訂
本
。

（
16
（　
﹁
貝
利
亜
整
粛
後
的
世
界
局
勢
与
反
共
戦
争
之
影
響
﹂（
一
九
五

三
年
七
月
一
三
日
（
秦
孝
儀
編
﹃
先
総
統
蔣
公
思
想
言
論
総
集
（
第

二
五
巻
（﹄
台
北
、
中
央
文
物
供
応
社
、
一
九
八
四
年
、
二
九
四
︱

三
〇
四
頁
（
以
下
、﹃
総
集
﹄（。

（
17
（　
﹃
大
事
長
編
初
稿
（
第
一
二
巻
（﹄
八
六
︱
八
八
頁
、
一
九
五
︱

一
九
六
頁
。

（
18
（　

高
橋
伸
夫
﹁
武
装
闘
争
路
線
か
ら
平
和
共
存
路
線
へ　
　

中
国

共
産
党
の
国
際
情
勢
認
識
、
一
九
五
〇
年
︱
一
九
五
五
年
﹂﹃
法
学

研
究
﹄
第
六
四
巻
八
号
、
一
九
九
一
年
、
三
五
頁
。

（
19
（　
﹁
中
国
国
民
党
第
七
届
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
第
四
六
会
議
紀

録
﹂、
党
史
館
﹃
七
届
中
常
会
第
四
一
︱
六
〇
次
会
議
記
録
﹄（
会
七
・

三
／
六
三
七
（、
合
訂
本
。

（
20
（　

中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
第
三
組
編
﹃
中
国
国
民
党
海
外
党
務

法
規
輯
編
﹄
台
北
、
党
内
刊
行
物
、
一
九
五
三
年
、
三
三
頁
。

（
21
（　
﹁
中
国
国
民
党
第
七
届
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
第
五
九
会
議
紀

録
﹂、
党
史
館
﹃
七
届
中
常
会
第
四
一
︱
六
〇
次
会
議
記
録
﹄（
会
七
・

三
／
六
三
七
（、
合
訂
本
。

（
22
（　

党
史
館
﹁
台
（
四
一
（
改
秘
室
字
第
〇
〇
六
三
号
﹂（
一
九
五
二

年
二
月
九
日
（（
総
裁
批
簽
四
一
／
〇
〇
五
〇
（。

（
23
（　

党
史
館
﹃
中
委
会
第
五
四
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The Republic of China’s “Recover Mainland China Plan”
and its Foreign Policy Establishment, 1950–1958:

The Case of the Liaison Committee for Overseas Struggle Affairs

MORI Takumi

     The present article examines how the Republic of China (Zhonghua 
Minguo 中華民國 ; ROC) attempted to reform its foreign affairs sector under 
its plan to counterattack the mainland during the 1950s, in order to discover 
the background against which the ROC regime became internationally isolat-
ed from the 1970s on. One important factor cited by the research to date as to 
why the ROC government under the leadership of Chiang Kai-shek was able 
to represent China on the world scene was the political acumen of the ROC 
diplomatic corps which continued to serve the regime since its mainland 
days. Then, as the ROC’s foreign policy tended more and more to stress the 
One China principle of the ROC (hanzei buliangli 漢賊不兩立), the infl uence 
of those diplomats in policy-making waned, leading to the ROC’s interna-
tional isolation.
     Here, the author challenges such an argument by the tracing the process 
in which the intervention of the Kuomintang Party and the military expanded 
in foreign affairs within reforms conducted throughout the foreign policy es-
tablishment during the 1950s under the implementation of the “Recover 
Mainland China Plan,” surmising that those reforms were part of a bolstering 
of what had been loosely termed the area of “oversea struggle affairs” (haiwai 
gongzuo 海外工作). Given such a state of affairs, the author takes up the spe-
cifi c case of the setting up of the Liaison Committee for Overseas Struggle 
Affairs (Haiwaiduifei Douzhenggongzuo Tongyizhidao Weiyuanhui 海外對
匪鬪爭工作統一指導委員會 ) under the reforms.

i



     Based the idea of a “united front,” which predated the first Taiwan 
Strait crisis of 1954–55, oversea struggle affairs were continuously expanded 
during the post-crisis years aiming at counterattacking the mainland. The 
Overseas Struggle Operations Team (Haiwai Gongzuo Zhidao Xiaozu 海外
工作指導小組 ) set up around the Kuomintang in 1953 and the Liaison Com-
mittee set up in 1957 by military intelligence both formed the leadership in 
oversea struggle affairs, through which the Kuomintang and the military con-
tinued to intervene in diplomatic affairs during the post-crisis era, even after 
the second Taiwan Strait crisis of 1958. 
     The author’s analysis shows that such intervention, which resulted in 
two phases of institutional reforms, expanded under the guise of conducting 
oversea struggle affairs aiming at counterattacking the mainland. Then from 
the 1960s on, similar intervention by other agencies caused a weakening of 
the position of professional diplomats in international affairs, leading to the 
ROC’s political isolation from the world scene during the 1970s.

Princess Malika and the Management of the “Property of Prince Yukanthor”: 
Household Economy and Bringing Up of Children in a Royal Family

in French Colonial Cambodia

KITAGAWA Takako

     This article is an attempt to clarify the way in which Princess Malika 
(1872–1951), the daughter of Cambodia King Norodom (r.1860–1904), man-
aged the household of the “Yukanthor Family” and brought up her children, 
based on the documents related to the Princess. Prince Yukanthor (1860–
1934) is a Cambodian historical hero, known for his resistance to the French 
colonial regime, resulting in his exile, with such honors as a high school and 
a street named after him in the city of Phnom Penh, while Princess Malika is 
well-known for such achievements as the establishment of the fi rst school for 
young women (École Malika) and the compilation and publication of works 
of Cambodian classical literature (the story of Kaki) and history textbooks.
     Moreover, their daughter, Princess Pengpas (1893–1969), served as the 
minister of education under the post-independence monarchy. However, de-

ii
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